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♂呈普鞄
毎週月曜日休館
※ただし、7月21日（月・祝）は開館、翌22日（火）休館

9：00～16：30（入館は16＝00まで）
※ただし、7月4日（金）は10：30開場

一般600（520）円　大学生300（200）円

高校生以下無料※（）内は20名以上の団体料金

囲岐阜県博物館、岐阜新聞ぜノミ、チャン

旺蔓a NHK岐阜放送局

田■田日本心理学会心理学史小委員会

魂藁鞄

⑳梅毒垣博物館
〒50ト3941岐阜県闇市小屋名1989（岐阜県百年公園内）

TEL．057572873111FAX．0575－28－3110　http：／／ww．gifu－kenpaku．jp／
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福来友吉

＊は電話・HPからお申込みください。【定員120名】

田中守平

卜一クライブ＊

「山口敏太郎の妖怪トーク」
8月16日（土）

13：30－15：00

講師：山口敏太郎
（作家、オカルト研究家）

作家でオカルト研究家の山口敏
太郎が岐阜県の妖怪事情を語り
ます。

長良川おんぱくの妖怪ツアーや、
柳ケ瀬のお化け屋敷プロデュー
スで実績のある講師です。

講演会＊

「明治のオカルトブームについて」

8月24日（日）

13：30～15：30

講師：一柳贋孝（横浜国立大学）

吉永進一（国立舞鶴工業高等専門学校）

明治の催眠術ブーム、霊術など精

神療法の勃興について、2人の専
門家が語る決定版講演です。催眠
術や精神療法が流行っていた知ら

れざる近代日本の社会状況をわか

りやすくひも解きます（各45分）。

イベント

「県博に口裂け女現る！」
7月12日（土）

10：00～15：00随時※
※時間中毎時0分～、人文展示室2で

学芸員による展示解説あり

講師：牛拍せん夏
（山口敏太郎タートルカンパニー所属女優）

※都合により変更あり

昭和50年代、全国の小学生を恐
怖させた口裂け女が復活、県博
に現れます。　　　　　　　㍉

休館日　毎週月曜日
※ただし、7月21日（月・祝）は開館、翌22日（火）休館

入館料　一般600（520）円　大学生300（200）円

高校生以下無料※（）内は20名以上の団体料金　至鵬

時　間　9：00～16：30（入館は16：00まで）

※ただし、7月4日（金）は10：30開場

GIFUPREfECTURALMUSElJM

岐阜県博物館
〒501－3941岐阜県闇市小屋名1989（岐阜県百年公園内）

TEL．0575－28－3111FAXO575r28r3110　http：／／wvvw．glfuLkenpaku．jp／

⑳薩葦嶺博物館
岐阜県百年公園内

至一宮」CT

車利用の方は岐阜県百年公園北口駐翠甥（有料）をご利用ください。北口から
博物館まで300mです，歩行が因だな方は博物館入口まで李の乗り入れができ
ますので、北口ゲートでお申し出ください。

●東海北陸自動車道　関インターから車で5分
●岐阜パス（小屋名バス停下手徒歩20分）※岐阜脈方面からは、岐阜バスターミナル又は」Rは睾駅14番乗り場でご乗車ください（枝車間緑、岐阜美濃緑）

※閏駅方面からは、閣駅隣接の関シティターミナルバス停でご乗車ください（臨幸間組）
●岐阜バス　名鉄パス（赤土坂バス停下車徒歩25分）※名古屋駅方面からは、名鉄バスセンターでご乗車ください（高逆名古屋線）

一義J

0複式催眠球［個人蔵］

◎写真（太霊道講習会）

［個人蔵］

◎扁額「太霊」［個人蔵］

◎念写写真（月の裏側）
［福来心理学研究所蔵］

◎流行こっくり判だん

［兵庫県立歴史博物館蔵］

◎絵看板（気合術）
［安田興行蔵］

撮影．鵜飼正樹

◎お化け屋敷（安田興行）
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